
                                                   

 

物語を読んでみよう｡ 

 
「あなたに贈る物語」講談社 91.3A 
★ 贈るをテーマに黒魔女さんや若おかみ、タイムスリップ探偵団、名探偵WHO、パソコン通信 

探偵団が大活躍。 

 

「ヌルロン星人をすくえ！」千東正子/作 岩崎書店 91.3C 
★三十一世紀の宿題は、めつぼうしそうな星を救うこと。おさむは、ヌルロン星をすくえるのか。 

 

「びんぼう神とばけもの芝居」岩崎京子/作 文渓堂 91.3I 
★ 花のお江戸、長屋にすむお花ちゃんの家には、貧乏神がすんでいます。ある日、貧乏神を 

たずねて化け物たちがやってきたから、さあ大変。 

 

「ケイゾウさんは四月がきらいです。」 
市川宣子/さく 福音館書店 91.3Ｉ 

★ケイゾウさんは、幼稚園にくらすニワトリです。どうして、4月がきらいかというと・・。 

 
「おばけ美術館へいらっしゃい」柏葉幸子/作 ポプラ社 91.3Ｋ 
★ 美術館でアルバイトをすることになったまひる。10歳までの女の子しかだめだというバイトには、 

やっぱりひみつがあった・・。 

 
「マルガリータとかいぞく船」工藤ノリコ/作 あかね書房 91.3K 
★ マルガリータは、コックさん。ある晩、海賊がやってきて、マルガリータのたからもの、おなべを 

もっていってしまいました。そこで、マルガリータは・・。 

 
「森の大あくま」二宮由紀子/作 毎日新聞社 91.3N  
★ 大あくまのユウタは、アクマらしいことが大きらい。そのことをお母さんにおこられ、 

家出をします。ところが・・。 

 

「アブさんとゴンザレス」斉藤洋/作 佼成出版社 91.3S 
★ 「あぶないからはいってはいけません。」この言葉をちゃんと言うと、みんなも、不思議な 

世界にいって、ゴンザレスって呼ばれるかもしれません。 

  
「のんきなりゅう」ケネス・グレアム/作 中川千尋/訳 徳間書店 93Ｇ 
★ ある日、竜が村にやってきました。実はこの竜、詩をつくるのが好きな心の優しい竜でした。 

でも、村人たちは、竜は悪者だから退治しなければいけないというのです。 

 
「オオカミとコヒツジときいろのカナリア」 
  ベン・カウパース/作 のざかえつこ/訳 くもん出版 94K 
★ 冬がきらいなコヒツジと冬がだいすきなオオカミ。二人はとても 

仲良し。ある日、道でたおれていたカナリアをたすけますが・・。 
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絵本も読んでみよう｡ 

 
「おんちゃんは車イス司書」 

河原正実/原案 梅田俊作/作･絵 岩崎書店 36U 
★ぼくらの町の図書館の司書さんは、なんと日本ではじめての車イス司書さんです。 

 

「あかりをけして」ガイサート/作 久美沙織/訳 ＢＬ出版 72Ｇ 
★ 明かりを消すと暗くって、こわくて眠れない。そこで、わたしは工夫してみた。さあ、 

どんな風に明かりをけすのかな。 

 

「ねこのなまえ」いとうひろし/作 徳間書店 91.3I 
★ さっちゃんが歩いていると、やせたすて猫が話しかけてきました。「ぼくに名前を 

つけてください」というのですが・・。 

 

「おでんさむらい」内田麟太郎/作 西村繁男/絵 くもん出版 91.3Ｕ 
★ ひらたおでんがおとものかぶへいと歩いていると、こどものひめいがきこえてきました。 

いってみると、かさおばけのこどもがよいどれざむらいにつかまっていました。そこで・・。 

 

「エドワルドーせかいでいちばんおぞましいおとこのこ」 
  ジョン・バーニンガム/作 千葉茂樹/訳 ほるぷ出版 93B 
★ エドワルドは、らんぼうでやかましくて、きたない。そのうえ、みんなを困らせてばかり 

いる男の子。でもね・・・。 

 

「ハエくん」グスティ/作 木坂涼/訳 フレーベル館 96G 
★ まちにまった日がやってきました。ハエ君は、今日泳ぎにいくんです。 

 

 

いろいろなことが知りたい。 

 
 
「きもちって、なに？－こども哲学」 
オスカー・ブルニフィエ/文 クレマン・ドゥヴォー/絵 西宮かおり/訳 朝日出版社 15B 

★ この本には、きもちを考えるためのヒントがいっぱい。ふだんは気づかない君だけの気持ちを 

考えてみよう。 

 

「ことわざショウ」 
中川ひろたか/文 村上康成/絵 ハッピーオウル社 38N 

★日本人の心、ことわざが絵本になりました。おわりよければすべてよし。ことわざを使ってみよう。 

 
「オウエンとムゼイ」ハトコフ/作 カランブ/作 日本放送出版協会 48O 
★大津波でお母さんカバを失ったオウエンは、ゾウガメのムゼイを母親がわりにしています。 

 

「よーするに医学えほん からだアイらんどおなか編」 
きむらゆういち･川田秀文/作 講談社 49K     

★ 人のからだはひとつの国のよう。一緒に からだの中を探検してみましょう。  
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毎月 23 日は「さんじょう親子読書の日」です。 
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